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｢地震報告」の社会調査史的考察

ＡＳｔｕｄｙｏｆｔｈｅ“EarthquakeReports，，ｗｉｔｈａｖｉｅｗ

ｏｆｔｈｅ“HistoryofSocialResearch，，

大矢根

〃"ｅＯｙα"ｅ

淳

ＥａｒｙｉｎｔｈｅＭｅｉｊｉｅｒａ,seismologicalresarchstartedinJapan．』・MilneandSeikeiSekiya

werethemosｔｗｅｌｌｋｎｏｗｎｒｅｓｅａｒｃｈｅｒｓｉｎｔｈｏｓｅｄａｙｓ・TheydeveIopedSeismology，andin

thatprocess，．`EarthquakeReports'，（Jishin-Hokoku）started，ｉｎ1885,forgatheringearth‐

quakerecordsfromalloverJapan、TheMinistryofIIomeAffairs（Naimusho）required

"EarthquakeReports,,frommorethan600PublicoHices(Gun-Ku-Yakusho)．Datafromall

overJapanwerestockedinNaimu-Sho，ａｎｄｒｅｐｏｒｔｅｄｔｏｔｈｅｓｏｃｉｅｔｙｉｎｔｈｅｎｅwspapers・

After1885,earthquakerecordsfromalloverＪａｐａｎｗｅｒｅｓｅｅｎｉｎｔｈｅｎｅｗｓｐａｐｅｒｓｏｆTokyo，

ｓｕｃｈａｓｔｈｅ“TokyoNichi-NichiShinbun,,、Beforethatyear･onlyrecordsfromTokyowere

published，ｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｒｅｗerenoreportsfromotherdistrictsexpectTokyo･
Ｉｎｔｈｉｓｓｔｕｄｙ，Ｉｐａｙａｔｔｅｎｔｉｏｎｔｏｃｈａｎｇｅｓｉｎｔｈｅｎｅｗsaboutearthquakes，ｗｈｉｃｈｗｅｒｅｒｅ‐

HectionsoftheO`EarthquakeReports，，．Ｔｈｅｒｅａｄｅｒｓｏｆｎｅｗｓｐａｐｅｒｓｃａｍｅｔｏｈａvescietific

knowledgeaboutearthquakedisasters、AndJapanesesocietycametodevelopmanykindof

counterplansfordisasters･Thenlconsiderthe‘`EarthquakeReports，，ｗｉｔｈａｖｉｅｗｏｆｔｈｅ

``HistoryofSocialResearch，，，whichhasbeenevolvedbyProf・TakaoKawai．

災害復旧は，明治時代から被災地方が自力でやるべき

であり，政府はその補助を行うというのが，日清戦争で

勝利し，国内的にな地方自治を根づかせようとした近代

日本の災害に対する伝統的方針であったの。

災害が発生すると，災害に関する意識が高まり，様々

な分野でそれは具現化してくる。そして，その具現化に

は，その地方，その国独自の歴史的・社会的背景が色濃

く反映されている。私は，その具現化の１つとして，日

本における災害対策（制度・法案）をとり上げ，その歴

史的蓄積をその背景に十分注意を払いながら論じていき

たいと考える。

本論文では，時期を明治前期，対象を地震災害に限定

する。明治近代日本において地震はどう捉えられていた

のか。先進ヨーロッパ諸国の科学的知識を吸収して世界

に先がけて出発した日本の地震研究が，その後の日本の

災害研究対策とどう関連していくのか。そして，そのプ

ロセスにおいて，－生活者としての人々から災害対策に

序

「我が国の災害対策制度は諸外国との比較において，

精密に積み上げられているという点で右に出るものがな

いといわれる｡｣。昭和３６年災害対策基本法は主に風水

害を中心とする災害全般に対する政府の基本的姿勢・施

策を表し，同53年大規模地震対策特別措闇法は東海地

震対策を今日の形まで具体化してきた。

災害が発生すると災害に対する関心が高まり様々な領

域でその意識は具現化する。先にあげた災対法もその１

つである。昭和３４年伊勢湾台風の大災害をきっかけと

してこの法案は審議が進められてきた。しかし，同法は

34年の大型台風１つが原因となって成立したしのではな

い。戦後間もない焦土を容赦なくくり返り襲う地震・風

水害に対して，毎年各方面からの対策要求はつづいてい

たし⑳，さらにさかのぼれば，明治以来，近代日本の治

山治水事業そのものへの疑問も投げつづけられていた⑩。
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兵部省海軍部水路局は明治,1年に設けられ，翌５年１１

月に観象台（以下，海軍観象台）が設立された。芝区飯

倉の戸沢従五位邸と隣地の石井海軍少蒸邸の一部を買い

取って建てられたもので，３時，９時，１５時の１日３回

の定時観測を行っていた。地震の観測はあくまで気象観

測の一部としてのもので，地震が発生すると発震の時刻

だけが正１Ｍ:に記録されている。

・地方測候所

函館測候所は北海道IjM拓使内に設けられた気象観測施

設である。後に，現気象庁の流れにつながる東京気象台

も各地に地方測候所を持つことになるが，これは内務省

管轄のものであって，ここであげる函館測候所は各府県

'1i位のものなので厳密にいえば区別されるべきである

が，後に両系統が統一されて地方測候所と呼ばれるよう

になるので〕ここではこの流れを１つと象なしておく。

明治５年に１日３回の定時観測をはじめ，つづいて，９

年札１MB，１１年長崎・留萌，１２年広島・根室・和歌山，

１３年京都，１４年岐阜・新潟と続々と地方測候所は設置

されていく8)。ここでも，気象観測の一部として地震記

録はとりつづけられており，後に，内務省地理局気象台

の験震係において，地盤記録の蕊を抽出してまとめる作

業をした際にそれらのデータは東京以外の貴重な観測記

録として採用されている9)。

・東京気象台

明治４年から政府は京浜鉄道を建設するために御雇外

国人教師を招いていたが，その業務は官庁の変遷により

内務省に移された。殖産興業の象徴としての鉄道建設の

ための測地事業の一環として地震観測は重要視されてい

たのである。工部省測量司の業務を併合した内務省地理

厨は，新たに気象業務を開始するにあたって，西欧から

観測器機の輸入を行う。

“中央気象台ハ其ノ創立ハ明治八年六月一日ニアリ，

是ヨリ先工部省測量司（明治七年一月内務省ノ所管二

帰シ……）測量正村田文夫気象観測ノ必要ヲ認〆明治

六年中英国二註文シタル気象器並二伊太利二註文シタ

ル「パルミニリー式」地震計及空中電気計翌七年七月

到着シタルヲ以テ傭測量技師英人ヘンリー・ビー・ジ

ョイネルニ命ジテ之ヲ其官舎構内即赤坂区葵町三番地

二据付ケシム，明治八年五月其据漸ク成ルー及ンデ六

月五日ヨリ毎日三回一定時観測ヲ開始ス，之ヲ本台ノ

淵源トス……'の'，

工部省測量正村田文夫の先見により地震観測の必要が

認められ，当時においては世界にこれ以上ないといわれ

るパルミニリー式地震計が輸入された。現気象庁につな

4４

関わる行政機関にいたるまで，社会的にどのような災害

意識が蓄積されてきたのか。これらに関する研究を丹念

に積糸上げていくことによって冒頭の一文の重糸がより

よく理解されうると考える。

近代日本地震災害意識の蓄積，jlll震への関心の高まり

という視点から明治前期の地震災害研究の系譜及びその

制度化，社会的環元，社会的地震知識の蓄憤について，

当時の新聞などを資（史）料として分析を進めていく。

１節において地震研究の発生から国家規模での地震災害

対策の実施までを地震研究主体の側からの地震学研究史

を参考に概観する。Ⅱ節では１節で論じた地震研究史を

地震研究プロパーに対して一般的社会という立場からそ

の制度化・社会環元というような点について社会調査史

研究の方法論で再解釈する。Ⅲ節では，地震研究の社会

的環元，一般的社会の立場からいえば地腱災害知識の社

会的蓄積という側面について，当時の新llUにおける雑報

の地震記事を分析する。

Ｌ明治前期，地震観測と研究5〕

明治１３年２月２２日，東京・横浜を中心としてかなり

大きな地震が発生し(横浜地震)，レンガ造りの建物が倒

壊するなどの被害が多数出た6)。この地震をきっかけと

して，東京在住のいわめる御雇外国人教師たちが中心と

なって世界で最初の地震に関する学会，日本地震学會が

組織された。これを日本，あるいは世界の地震研究のス

タートと一般には位置づけているが，本稲では，それに

若干のプロローグを付け，その後の研究・観測の体制を

大きく行政系，大学系と２分して論じていく。

1-1地煙研究のプロローグ

そもそも，地震に興味・関心を持った先駆者なくして

一朝一夕に学会など組織されえない。ここでは，学会以

前の先駆的業績として，御雇外国人クニッピングの観

測，海軍，地方測候所，東京気象台の観測をあげる。

・クニヅピング

アメリカ人の御雇外国人教師クニヅピングは明治５年

から独自に地震計を開発し観測を始めていたといわれる

が，その器機の図面もデータも現在では保存されていな

い。しかし，後になって，日本で地震研究が活発になっ

た頃，当時の地震研究の第一人者である御雇外国人教師

ミルンが明治14年に学会の英文紀要7〕にクニッピングの

観測を自分の研究に先行する貴重なデータとして位置づ

けてから，彼の名及び業織は研究史にとどめられること

になる。

・海軍観象台
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地震計の開発，そして観測・分析，過去の地震記録の整

珊，予知のために地震の前兆現象，特に，天気の変化，

励物の特異な動き，通気磁気の変化など集め検討するこ

となどEu学上の研究内容がまずある。これに力Ⅱえて，

“建築上二波及スル災害ヲ防御スルノ方法19)”

についてもとりあげている。

“地震ノ為〆煉瓦家屋等ノ壁間二現ハルル騨隙大小ヲ

比較検査スルハ餓モ有益ノコトナリト僧ズ故二余ハ曾

テ震災アルゴトニ必ズ府下銀座１１J街ノ近傍ヲ俳洞シ親

シク家屋二生ズル騨隙ヲ検査シタルアリ２０)，，

耐震建築の研究もとりあげている。

地震についての理学・工学の研究に力Ⅱえて実際の活動

としてみのがしてならないのは，こうした地震研究成果

の公開・jiMf製iiIimdlである。↓し|ｲﾋﾟ的には，ミルンら外|国人

研究者の論文，演説を日本語に翻訳して，紀要にiMiせた

り，地震学樽覧会を開くことである。前者については，

‘`会員中泰西紳士ノ多数ナルヲ以テ論弁ノ際琿テ英語

ヲ用フルモ亦本邦人ニシテ英語ヲ解セザルモノアルヲ

以テ之ガ為メニ邦語演説ヲＯＩＩクコト数回……２１)，，

とあるように，英語から日本語に通訳して演説会を開い

たり，学会当初からの論文の発表の場であった“Trans‐

actionsofSeismologicalSocietyJapan'，を剛訳し

て，これに日本人研究者の論文も日本語で発表させる

『日本地震学會報告』を発刊した．後者については，

“明治一四年四月二二日ヨリ上野教育博物館二於テ三

日間地震学展覧倉ヲ開キ公衆ノ縦覧二供セリ……縦覧

人ノ数三千余人上しり頑フニ海外諸国ニ在リテモ此ノ

加キノ挙アルヲ間カズ蓋シ本邦ヲ以テ噴矢トナス2の'，

とあるように，学会創設年にしてその成果を公に供して

いる。

また，実際に地震が発生すると「明治十三年二月二二

日日本地震妃２３)」「明治十七年十月十五日地震ノ記2ｲ)」

「明治十四年四月ヨリ同十八年五月マデロ本各地（東京

ヲ除ク）地展表25)」という形で研究分析内容を公刊して

いる。さらに，lUl浩二一年〉会71t磐梯山の噴火や'11二二

年熊本地震に際しては特別に研究者を派遣して被災地の

調査をさせてる。

Ｉ－３東京大学の地煙研究～大学系と行政系

１]本地優学曾で精力的に活動していたミルン，ユーニ

グらはまた当然自らの大学内においても地震の研究をは

じめていた。具体的には明治13年からの東京大学内の地

震学実験所がこれにあたる。

明治13年当時，東京大学理学部は神田錦町にあり，大

学'よ教授ユーイングのために学内に地震学実験所を設け

がる気象観測・地震観測は当代の緒密機を使って，明治

８年６月から開始され，内務省内にそのデータは正式に

蓄積・保存され始めることとなる。

1-2日本地座学宙

横浜地震後，御雇外国人教師らが中心となって第1回

目の会合がもたれ，日本において科学的に地震を攻求し

ていく組織の必要性について検討され，４月26日，名づ

けて日本地震学倉が誕生した。

当時の資料から発足llliの様子をみると，

“服部一三君ヲ会頭二推シエ部大学校教授ジョンミル

ン氏ヲ副会頭二選択セリ……今年ノ社員名簿ヲ閲スル

ニ総計百二十三人ニシテ内外国学士紳士八十五人内同

ノ諸君三十八人……ＩＤ｡」

とあるように，外国人が人数的に'１,'''心であり，その''1

でも副会頭のミルンが中心人物であった。彼は，日本で

は冶金学，工業地質学，鉱山学の教授が本職であった

が同僚のユーイングらと共に学会出発に大きな貢献を

し，関谷情景はじめ多くの研究者を養成した。会頭の服

部一三は学会ができる以前から研究をはじめており，ＩＵ１

治11年には「日本に起りたる破壊的地屡'2)」という繍文

を発表している。こうして，個々には地震に興味をいだ

いていた内外の研究者が中心となって学会は運営されて

いった。

当学会は

“地震及火山二関係アル事実ヲ蒐粗耀理セント欲スル

ー大目的ヲ以テ設立13)……,’

された。その目的についてもう少し詳しく柔ると，

“抑モ地震学會ノ目的タルヤ，全ク地球内部ヨリ発出

スル処ノ現象ヲ研究スルコトナレバ彼ノ欧米各国二於

テ専ラ行ハルル｣H1学曾ノ卯キ皆地球外而二発スル現象

ヲ講求スル者卜其間大二異ナル所アリ且ツ地震学倉ノ

管理スル区域二至リテハ甚ダ明ナラズ若シ其区域狭隣

ナルモノトセン力唯地球上時々発興スル地動ノ記載二

止マルモ之ヲ広遠ナルモノトセン力地震ノ原因ヨリ其

万物二及ボス影響二至ルマデ普ク之ヲ論求セザルベカ

ラズ'4），，

学会の目的は地球表面にゑられる地震現象のみならず，

その原因や社会的影響をさぐるところまで及ぶものであ

って，純粋に地球物理学の研究ではなく，幅広く地震を

総合的にみていこうという視点がある。具体的に当学会

の紀要にみられる論文名をひろってみても，「地皮微動

説'`)」「新案地展計'6)」「人造地震試験'7)」「地震二係ル

人心ノ感覚'8)」などがある。

次に，活動内容をふると，論文の題目にもあるように．
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海軍観象台クニッピング
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地震観測主体一一
大学系Ｆ糸行政系

図１－３－１明治前期の地震観測主体

に頼んだ27)''(原文英語，訳大矢根）

とあり，また，別の論文には，

“１８年に日本地震学倉は地震報告のための注意書きを

つけた観測轡を発刊した28か。（原文英語，訳大矢根）

とあって学会主催の観測調査が始まったことがわかる。

ミルンはこうした依頼を北日本の45地点にしていた。ま

た，

“……返答はたまにたくさんの他の所からもあった露)'，

（原文英語，訳大矢根）

とあるが，実際フィリピン島とくくられてある約20ケ所

からの報告もあげられている。

この報告の書式は，２３ｃｍｘ23ｃｍの少し厚い紙のカ

ード２種であり，付け加えて報告の書き方,心得を英文，

日本文３１条にわたって詳細に指示している。地名，時

刻，震動の時間・方向，家屋の破損,地鳴,天気，電気．

泉，温泉，火山，海水など地震についての記録の他に地

震と関係ありそうだと当時考えられていた自然現象につ

いても報告を求めている30)。例えば18条には天気につい

て寒暖計の度数と前後数日の天気を’’7条には

“鉱山アラバ其内二従事セシ鉱夫就テ地震中二感ジ得

ダル模様ヲ質シ……３１)'’

とある。鉱,'｣．地質学専攻のミルンの関心がうかがえ

る。また，２７条には

“地震ノ前又ハ同時二人や精神二煩悶等ヲ覚エザリシ

ヤ如何32)'，

とあり，２８条の鳥獣の反応に加えて予知のために人間の

た。ユーイングのもと地震学を専門に研究しはじたのが

関谷情景助教授である。その後，１８年に理学部は本郷に

移るが，これに伴って地腰学実験所の中味も一緒に移り

地震学教室が新設された。この時関谷は教授に昇格し講

座地震学が世界にさきがけて創設されることになる。以

降は，この明治13年からの大学での研究を大学系，明治

５年からの地方測候所，海軍観象台の観測を行政系と呼

んでいく（図1-3-1)。

1-4「14年地厘報告」

明治前期，行政系の地展観測において特筆に値するの

は，１８年から全国600以上の郡区役所を動員し内務省管

轄で明治末までつづけられた地震観測，「地震報告」で

ある。ここでは，明治18年以後の地震報告（以下「18年

地震報告｣）とその母体である明治１４年からの日本地震

学官主催の地震報告（以下「１４年地震報告｣）とを合わ

せてとりあげていく。

明治13年から東京大学地震学実験所，日本地震学會で

ミルン，ユーイングらの指導のもとにつづけられていた

地震研究は，１４年から東京以外の地からもデータを集め

るようになる。ミルンらは日本地震学會を通じて，その

会員，有志らに呼びかけて，１４年から１８年までの間，

全国の地震記録を集めている鯛)。

ミルン論文によると

．．まず私は東京から１００マイル以内の重要な町の県庁

・郡区役所にポストカードを送り，地震がおこつらそ

れを記入してそのポストカードの１枚を毎週送るよう
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感覚は使えるのかどうかという点と，地震の人心に及ぼ

す影響について注目している。３２条からは報告の方法で

35条には

“何人二限ラズ地震並二火山ノ事件ヲ研究セシ者アラ

バ其住所氏名ヲ書記二通報センコトヲ望ム3M)”

とあって地方の研究者の掘り起こし，協力を求めてい

る。

甲表に毎回の地震の報告を記入し，さらに，乙表には

３ケ月毎の地震記録を報告させている。集まった記録は

ミルン，関谷によって分析され学会の紀要に発表されて

いる。

1-5「１８年地■報告」

日本地震学会という一学会主Miの「14年地震報告」が

どうして内務省管轄全国600以上の郡区役所を動員した

全国的地震観測として発展していったのか。ここでは２

点あげて考察する。しかしこの２点の中には後に明治

24年濃尾地震をきっかけとして勅令で震災豫防調査會が

できたような決定的な理由・社会的インパクトはゑてと

れない。全国の郡区役所を地震観測という名目において

総動員していた内務省の諸施策についてのより詳細な分

析が必要とされるところである。この点こそが明治以来

の日本災害意識，その具現化としての対策を論じていく

際の重要な論点となってこよう。

・地震学の発展３１)に伴う研究者側の要請

ミルンは気象台で観測されたデータを利用して日本地

震学實の紀要に論文を発表している3`)。気象観測の一部

から独立成長した地震研究は明治１４年の時点で気象台

の記録を利用しまとめて発表できるまで成長し，その専

門性は認められてきていた。このことは，日本地震学會，

東京帝国大学地震学実験所が気象台，つまり，内務省地

理局気象台に対して，ひとつの学術組織として発言権を

強めていたことを意味する。また，関谷は論文の中で，

“ミルンの論文の中で，ミルンは1881年10月から1983

年10月まで北緯35度から“度の間で実施された地震

観測を記述している。その後，ミルンの勧告で気象台

当局は日本全国にわたる同様の観測網を進展させるよ

う決定した3`)”(原文英語，訳大矢根)。

とあるように，「ミルンの勧告」によって当局（内務省）

は「１８年地震報告」を決定することになる。地震研究の

成長は気象台（内務省）に対して立場を高揚させ，ミル

ンに勧告させるほどになっていたのである。

・行政側の準備

これに対して，内務省の側においても気象台の観測を

充実させるために全国の郡区役所を動員しようという意

図が「18年地震報告」より前，１６年頃からあったことを

指摘する。『官報』第79号明治16年10月11日「東京府達」

に

“東京府達「第一五四号郡区役所，天変地異ハ凡ソ

気象二関係有之候二付雷電瀝雪霜風雨早瀞地震噴火光

物限石海嚇等乃チ臨時異兆ノ現象有之節ハ時機ニヨリ

内務省気象台ヨリ『(二其郡区役所へ間合候儀モ可有之

趣同省地理同ヨリ昭会有之候其節ハ速二応答スペシ此

旨相達侯事明治一六年一○月一日東京府知事

芳川顕正'’

とあるように，地震を含めて気象現象一斑について広く

全国からデータを集めようと図られていた。しかし，地

震の承がなぜ特別に「地震報告」という様式を持つにい

たったのか。確かに地震研究の分野の発展がそうさせる

だけの力を持っていたというのも１つの理由であろう

が，内務省としての基本的な方針との関連で論じていか

なければならない。これは今後の課題である。

ここで「18年地震報告」の概要についてふれる。内務

省から各観測者，主に全国６００以上の郡区役所に報告用

紙が送付される。その用紙は左右同じ形式の報告用紙で

左側が乙表，右側が甲表である。上部に18ケ条の執告心

得が記されているが，これは「14年地震報告」の37ケ条

を簡略化したものである。報告者はまず左側乙表に観測

の記録を速記し，右側の甲表に情有して内務省地理局宛

てに返送している（資1-5-1)。送料は無料の配慮がな

されていた。１つの地浜について，だいたい数日から半

月位のあいだに全国各地から報告が集まってきた。地理

局ではこれらを発展日時別に分類し，１ケ月ずつたば

ね３７)，これに毎月まとめと分析を付し38)，１年分たまる

と活字にして公刊3,)している。

1-6■災豫防鬮査ロ

「18年地震報告」による観測結果は内務省内に着々と

蓄積されつづけ，さらに，Ⅱ－３で論じるように新聞等

を通じて社会的に広くその成果は環元されており，地震

災害意識の啓蒙，普及に大きな役割りを果たしていた。

地震研究分野のこうした着実な蓄積がつづく中，明治２４

年１０月濃尾地方を中心に非常に大きな地震が発生した

(濃尾地腰)。現在風にいえばマグニチュード８以上，震

度６～７，死者7,800,家屋全壊１４万戸の大被害があ

り，それから数ヶ月間日本経済界にも大打撃を与えた。

この地展に対して政府としても非常金を岐阜・愛知の両

県に支出したり`o)，義損金品を送ったりと様々な対策を

実施したが，その中でも，勅令により震災豫防調査會が

設立されたことは特筆に値する。以前から地震研究に非
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返送されてきた「１８年地震報告」資1-5-1

常な理解を示していた貴族院議員理学博士菊池大麓がＦｌＩ

ｌＤとなり，当代の地震研究の第１人者関谷情景教授の廼

議を参考として地霊の総合的研究機関が翌２５年勅令５５

号を以て設立された。その活動内容は，（１）これまでの

そして現在の地渡等の事爽を集めること，（２）地震学に

関係する諸測定，（３）耐匿建築について，（４）調査報告

の公開４１)である。震災豫防調査倉はその設立当初から地

震について理学的のみならず耐震建築を含めた工学的ア

プローチも採用していた。

１１「18年地田E報告」の社会調査史的考察

11-1社会調査史研究

社会調査史研究の問題意識，方法論等については川合

|駈り]教授の論文(1988)ｲ2)に詳しいので，ここでは，その

具体的な論点を８点確認する。（a）個々の調査の全体像

(1)）歴史的社会的背景，（c）一連の調査活動，調査運動

の展開，（｡）社会調査・経験的社会学の制度化，（e）調

査活動と政策形成・社会運動との関連性、（f）社会調査

と社会学思想，社会学理論・社会学史との関連，（９）社

会調査と社会学教育，（h）社会調査史の国際比較。個々
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の調査について，（a),(1)),(c）を攻求するところにおい

て，ほぼその調査の全体像は描かれることになるが，そ

れは“調査の社会史”の様相を呈する。それに社会学と

いう専門的学問分野との相互関連性をもり込んで(d)以

下の要件を満たして論じていく時，社会調査史研究は充

実してくる。その意味で本稿は調査の社会史となるかも

しれない。さらに，「地震報告」という自然科学の分野

の観測データの収集といった調査内容である点を合わせ

て考えると，調査の社会史というよりはむしろ“観測の

文化史，,といえるかもしれない。しかし，内務省が全国

の郡区役所を総動員してデータを着実に蓄積し，その成

果がその後の日本（地震）災害研究回対策に色濃く反映

されてきている点を考えると，社会調査史研究の方法を

使って「地震報告」を分析していく意義はなおあると考

える。

１１－２「18年地浬報告」の社会調査史的考察

ここで「地震報告」を社会調査史研究の方法の文脈で

簡潔に論ずる゜

明治１３年，東京・横浜という“都市，,を襲った地震

がきっかけとなって“総合的”に地震を,解明していこう

という動きの中から日本地震学會及び専門的地震学が誕

生した。御雇外国人教師ミルン，ユーイング，日本人研

究関谷ら，さらに，学界においての当時の有力者菊池大

麓，内務省地理局気象台の関係者などが協力して当時の

地震学は成長発展してゆき，その活動の一環として「１４

年地震報告」及び「18年地:霞報告」を実現した。この調

査活動は当地震学の成長発展に伴って政府においても有

効性が認められ，内務省管轄のもと全国規模に拡大して

制度化され，また，その研究内容も純粋に地震学的なも

のから建築の分野を加えて，地震という災害からいかに

して生命・財産を守るかという総合的視点が含まれてい

た。さらに，こうした地震についての科学的知識を啓蒙

するために地震学展覧会を開いたり，新聞によって研究

成果は逐次環元されていた。こうした活動によって，我

が国には，近代的地震災害意識が蓄積されていった。

１m「18年地震報告」の社会的環元

前節を受けて，「１８年地震報告」の社会的環元につい

て，当時の『東京日日新聞』（以下『日日』）を分析して

いく。明治前期の地震記事はその内容の変化で３つに分

類されうるが，「１８年地震報告」の影響が難られるのは

その第３期である。他の前２期も本稿でとり上げる地震

研究の成長・発展に伴ってその影響を受けているので，

：本章でＩはこの３つの期間を以下のように呼んで分類して

いく。（１）観測器機導入以前，（２）「18年地震報告」以

前，（３）「18年地震報告」以後。

111-1観測器機導入以前～感覚記事時代

「日日』に地震関係記事が雑報に登場するのは明治８

年２月11日が最初である。これから翌９年９月までが当

該する時期である。明治８年２月17日，４月４日，４月

２４E'’５月２日，７ｐ９日，７月10日，１０月７日，１２月

10日，翌９年１月22日，３月10日，３月15日の記事を例

としてあげる（資Ⅲ-1-1)。当時，地震は「起きる」の
Ｉゆ

ではなく「揺る」と表現されていた。日時については時

刻が“六時半ごろ，，とか“七時半すぎ'，とかおおざっぱ

に表現されている。また，地震の大きさも，“少しゆり

主した，，“随ぶん強う'，と感覚的なものである。ＵＵ治８

年４月４日のように，雑報記者が街の様子を取材してき

たものや卯同７月]０日，１１１]治９年１月22日のように官庁

の役人のことばを借りて驚きを表現していたりする。

111-2「１８年地鯉報告」以前

・地理局発表時代

ところが，明治９年４月を境にこうした感覚記事に変

化がみられる。実は，明治８年６月から内務省地理同気

象台においてパルミエリー地震計による観測がはじまっ

ており，新聞社にもそのデータは送られてきていた。同

９年３月19日『日日・付録」に気象観測データの読み方

を記入した「註解」が発表され，それ以後５日おきに気

象台の観測データが『日日…付録』として発表されてい

る。地震については，時刻．ゆれの方向・大きさが計器

を読み込んだ形で発表されている。例えば，明治９年３

月24日の『日日・付録』には

“九日朝蒸気アリ地震午後第十二時七分三十秒ヲ以

テ発シ西北西並二東南東二方リ其震カハ三・三○ノ度

数ナリ”

とある。しばらくは『日日・付録』においての詮験震値

は発表されるが，明治９年４月12日からは『日日』本紙

雑報欄に登場する。同４月12日，４月13日，４月19日，

４月26日の記事を例として挙げる（資Ⅲ-2-1)。４月２６

口の記事では

“震力はまだ分りません，，

とあり，地震→震力，という発想が早くも記者の間に根

づきはじめていることがうかがえる。

.『官報」発表の時代

明治16年５月10日，太政宮達第22号を以て発行条件が

確定され，同７月１日創刊ということで『官報』は誕生

した。これに伴って，従来各省庁で発行されていた“日

誌”の類は一斉に廃｣こされ，各省庁の“達”``告示”も



社会学研究科紀要第２９号１９８９5０

●
０

。
一
昨
夜
十
二
恥
Ｔ
症
Ｓ
Ｅ
屋
ム
ラ
』
ろ
地
■
ヶ
搭
弐
‐
‐
挺
好
重
体
●
ワ
嘔

豆
の
唄
れ
た
ぱ
ノ
ー
鯉
式
乍
？
Ｐ
熊
喰
噸
■
▲
旭
画
グ
酔
八
９
■
⑪
卿
触
３
Ｄ
〉

刀
▲

Ｃ
Ｑ
▲
△
▲
や
Ｐ

値
乏
衝
ら
ゲ
畏
怖
、
し
て
居
の
（
。
」
追
吋
れ
と
■
で
夜
上
中
ア
ッ
プ
Ｏ
ら
治明

９
ウ
ヲ
４
Ｑ

，
～
近
来
ら
処
て
ハ
ズ
よ
吃
垂
１
．
つ
串
丁
▽
▲

（
Ｕ
１
▲

扱
い
●
●

、昨九日十二腕十五分ごろか『尹次鉋笈夕捲◆《１允岻ごマワハ企いふ肋一静
！
■
Ｃ
Ｏ

明
か
駆
り
且
拓
■
す

。
一
昨
二
十
日
午
後
八
購
五
十
分
ご
ろ
大
口
ご
揚
地
笈
ヶ
砺
戎
’
て
哩

噸蕪、よし⑤《１九ケ奉れ“乱院糟儲寮使肝鰯〆ての外とく鴫
一
ゴ

ハ
Ｕ

鋭
卒
で
か
日
出
癒
さ
ん
ざ
・
凡
て
や
《
ず

１
Ｌ

ｏ
Ｐ

ｏ
一
昨
夜
十
隅
ご
ろ
像
は
し
」
弧
い
地
笈
狩
『
樋
ム
リ
式
－
た
輝明

Ｏ
昨
六
日
夕
六
時
苧
ご
ろ
弛
笈
ヶ
燃
費
し
た
ゲ
麗
上
〈
ん
蕊
５
玉
座

内
ｌ

ｎ
ｎ
⑤
（
し
だ
先
日
隆
崎
瓜
凹
⑰
大
上
ん
囲
い
旭
固
グ
あ
づ
だ
と
ワ
ヤ
パ
ｎ

Ａ
頑
色
Ｃ

ソ・ケー腎公汀人‘わ▲したゲ化シ」ワ（唇、彼施此旭で犬９奇地田一瀞
げ
た
ぴ
‐
く
，
擁
、
で
平
興
も
牢
蕊
ご
居
ら
れ
●
戎
い
区
潴
街
の
官
目
明

倣
た
ち
劃
⑩
侭
は
色
伽
亨
心
孤
の
体
ヶ
見
え
る
《
す

ｏ
昨
●
九
日
午
袖
玉
賠
四
十
五
分
と
デ
ハ
地
笈
が
少
ｌ
ｂ
ｌ
か
へ
し
か
又
、

午
後
二
府
二
十
五
分
式
」
デ
？
ム
鉛
Ｕ
地
璽
が
⑲
入
り
’
費
し
た
一
昨
晩
一
？
ｊ
７

ｃ
Ⅱ

●
Ｉ
Ｃ
ビ
▲
（
Ｄ

た
び
ｊ
く
‐
狼
止
氏
γ
グ
ど
う
ぞ
大
脳
適
い
振
る
前
兆
で
な
げ
耶
穴
寵
治

い〉こ戒一．壹耐員さんケ大し言う心配‐‐て居・０ワれか《１た明
－
ん
ぺ
い

ｑ
）

句
Ｉ

Ｃ
肺
夜
九
鵬
四
十
五
分
Ⅱ
少
Ｉ
く
地
璽
ゲ
仰
八
リ
廿
二
－
た
鄙

、
▲
１
１

５
川
可

、一昨一二十日午笈四時半とろ地蝉一暇樫
Ｃ
Ｏ
ａ

⑦
昨
二
十
一
日
午
陵
六
恥
竿
乙
ワ
？
少
し
鮒
笈
が
栃
ヌ
ー
ね
治明

⑨
一
昨
二
日
の
籾
六
時
半
す
ぎ
の
仙
触
ハ
ー
駈
ル
ユ
ハ
弧
ウ
ヅ
穴
糎
」
几

△
⑨

え
て
市
仙
薊
町
一
一
丁
回
の
山
形
胤
長
妃
（
徹
宙
」
云
人
糸
店
の
、
沁
世
土
４

か

裁
鰔
巾
几
ｙ
一
一
尺
と
ウ
リ
兀
土
Ｅ
Ｍ
⑪
魂
ら
ヤ
振
る
ｕ
穂
し
た
肌
し
」
津

川
Ｕ
庇
、
柵
せ
ヤ
壁
も
何
岱
」
加
⑩
な
し
索
ｎ
ｕ
ａ
往
来
の
者
Ｍ
Ｕ
依
狐
ｎ
噸

７

無
う
り
し
声
』
ぞ

１２

●
一
昨
十
五
日
夜
十
一
鵬
ご
ろ
旭
及
△
の
’
９
齢声
明

資m-1-1感覚記事

ｅ
鮪
二
十
五
日
午
蝕
一
時
五
十
三
分
入
地
■
ヶ
鱗
宣
し
た
■
力
、

戎
花
分
り
ま
せ
ん

①
一
昨
十
七
日
の
午
成
一
勝
四
十
分
の
地
■
ｍ
そ
の
方
向
西
廠
百

か
よ
ぶ
京
北
平
▲
－
て
笹
〃
か
一
皮
三
十
分
な
る
よ
し
又
同
日
午

後
六
崎
十
七
分
小
猫
左
の
、
方
向
西
南
西
か
Ｉ
奴
京
北
文
⑳
’
て

極
力
ｍ
一
一
度
三
十
分
だ
と
７
丁
と

。
一
昨
十
一
日
午
扱
四
珊
一
牙
ご
ろ
ル
ー
く
沌
宜
甘
今
卵
十
コ
日

中
前
七
鮒
九
分
と
ろ
西
北
西
及
瓜
東
宙
友
よ
伝
Ｏ
ご
地
笈
め
り
■

の
田
ら
と
一
一
反
虞
ウ
ー
と
の
唖
力
、
孤
皮
江
る
ぜ
殉
タ
ヤ
火
事
、

鶴
し
錘
い
れ
あ
り
犀
〃
６
継
渉
風
の
ど
れ
狐
し

●
□

ｏ
叩
十
一
日
午
前
二
”
五
分
一
二
十
秒
入
大
公
鼻
》
蝋
竺
ヶ
虚
●
⑥
《
’
て

ワ
て
の
方
向
一
ｍ
西
北
西
か
よ
び
文
南
双
ａ
Ｉ
く
笈
力
、
六
反
ふ
り

●
●

こ
す
一
三
こ
つ
ｍ
西
市
百
か
１
成
文
化
文
の
拓
勺
公
‐
‐
て
笈
力
八
五
反
な

Ⅱ
ｇ
と
の
■
動
の
孵
間
、
叩
年
の
六
月
以
来
の
量
と
も
長
公
言
Ｔ
の
江

０
夫
か
ら
又
二
恥
三
十
分
三
十
八
秒
よ
■
⑩
少
‐
、
凡
振
⑥
《
’
て
賀
や

ど
う
ク
リ
致
し
全
’
た
或
る
い
方
の
剛
し
■
▲
而
堂
ぞ
毛
ウ
地
逗
の

舞
い
担
小
致
し
た
い
Ｄ
Ｐ
』
且
ム
ヶ
此
卒
ハ
ー
ヴ
漣
白
Ｉ
で
何
と
ｊ
魚

鱗
と
蛍
’
て
茨
い
た
い
鮒
だ
と
の
と
Ｒ
＄
、
尤
江
Ａ
ソ

明治９．４．２６明治９．４．１９
明治９．４．１３川治９．４．１２

資、-2-1地理局発表開始後の記事

観測データが並んで発表された。また，明治18年からは

｢地震観測」として東京大学地震学研究所発表のデータ

も並ぶようになる。この時点で，地震が発生すると翌日

の『官報』には内務省，兵部省，大学の３主体の観測デ
ータが発表されるようになった。

明治16年７月からは，この『官報』発表のデータを読

糸下し，あるいは，そのまま転載する形で『日日』の地

『官報』をもって公布することを公式とすること
｡｡｡□,､十戒了吉議鍾，q畳に上って字められた。告

すぺて『官報』をもつ~L公、－，○一二匹雪ふこう．●'－－

が同５月22日の大政宮達第23号によって定められた。告
示，叙任，同指令，大審院判決，宮廷録事，官庁藁報，
兵事，外報などの項目と共に「気象」あるいは「観象」
という項目が設けられた。この中に「地理局報告」とし
て内務省地理局気象台発表の毎日の観測データと「海軍
観象台報告」として兵部省海軍部水路局観象台の毎日の
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資Ⅲ-3-1『官報』の地震記事

震記事はつづくn

lll-3「１８年地厘報告」以後

明治18年からは内務省宮轄の全国地産観測網ができあ

がり，その情報は刻々と''１央に集まり出した。また，東

京大学には地震学の講座が設けられ初代教授関谷情景が

誕生した。この時期，まず，これまでの記事に加えて，

先に少しふれたように，大学発表のデータがもり込まれ

るようになった。それに加えて，地震研究の成果として

｢１８年地震報告」の成果が新聞紙上にみられはじめる。

それまでは，内務省，兵部省，大学の３主体発表の東京

の地震データの柔であったが，この明治18年からは，全

国各地のデータ及び被害状況が『１１日』紙上にも登場す

るようになった。例として，明治20年７月22日の新潟地

震に関する記事をとりあげる。この地震に関する記事こ

そが，明治前期日本地震研究の１つの到達点を知る上で

も恰好の材料である。この地震が，実は新潟におｌナる大

地震であったことが発表されるまでの経緯をまとめて承

る。

①明治20年７月22日発露

②同24日，『日日』に感覚記事

③同25日，『官報』に地理局発表値

しかし，これはあくまで東京１点での観測値であり，こ

の時点で東京における軽展という認識である。７月末か

ら内務省地理局にぞくぞく全国，特に新潟付近からデー

タが集まりだす。もちろん「18年地震報告」の規定に従

った報告である。地理局においては一ケ月ごと発震曰時

Bllに集まったＩｉＩｉ報を－冊に和とじし，次にこれに各々の

地震について分析・公評を加えてまとめ（これは『弓報』

と呼ばれる内部資料)，この『月報』が一年分たまると内

務省地理同気象台の名で公表している。今回の新潟地震

の場合，この『月報』の内容がそのまま『官報』に転載

されている。

④明治20年８月中『月報』のまとめ

⑤同９月１日『官報』に『月報』を転載（資Ⅲ-3-1）

⑥同９月２日『ﾛロ』に『汽報』を転ilih

発震から１ケ月半を経て一般読者に対して新潟地震の全

容が明らかにされた。明治20年代，新聞界では特派員制

度を開始して被災地の模様を報道するようになるが，こ

の時点では「18年地震報告」の役割りが大であったとい

える。事件との時間差はかなりあるものの，東京で観測

した地震はもしかしたら地方の大地震かもしれない，と

いう疑問にはなんとか答えられるようになり，距離の壁

はいくらか解消されたといえる。

むすびにかえて

本稿では主に，地匪研究の誕生，成長とその研究成果

の社会的環元という側面に焦点をあてて論を進めてき

た。確かに「18年地歴報告」の社会的環元に代表される

ように，地歴に関する社会的知識は次第に蓄積されてい

ったといえる。それでは，そうした社会的蓄積の総体と

して我が国の地震のあるいは諸災害に対する意識とか，

より具体的には対策はどのようなメカニズム，意志決定
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のもとに具現化されてきたのか。本稿の内容との凹迎で

いえば，「18年地震報告」がなぜ内務省において実行に

移されたのか，という疑問に答えていくことがまず必要

である。そうしたい糸で本稿は，近代日本災害研究の社

会調査史的研究のスタートを記したといえよう。
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